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議員発議１件を決めました （　　　　　　　　　　）　　　３月10日から会期　　　　　　　　10日間　　　３月19日まで
　

定
例
会
は
、
19
年
度
補
正
予
算
並
び
に
20
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
予
算
、
条
例
制
定
・
一
部
改
正
な
ど

議
案
34
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

尚
、
陳
情
１
件
を
採
択
、
発
議
で
は
、
出
雲
崎
町
議

会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
、
出
雲
崎
町
議
会
の
議
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

及
び
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

＊３月定例会で決まった補正予算＊
会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

一　　般　　会　　計（第11号） △2億6,324万９千円 43億   173万１千円

特
別
会
計

国民健康保険事業 （第４号） 29万２千円 6億2,978万９千円

老 人 保 健 （第３号） 5,109万円　    　 7億9,926万８千円

介 護 保 険 事 業 （第３号） △　 6,466万１千円 5億4,317万６千円

簡 易 水 道 事 業 （第６号） △　 1,902万３千円 2億7,634万３千円

（第３号） △　 1,840万円　    　 6,610万円　 　

農業集落排水事業 （第３号） △　 5,850万円　    　 5億5,600万円　 　

下 水 道 事 業 （第５号） △　 3,681万８千円 6億1,640万円　 　

住宅用地造成事業 （第１号） 3,256万７千円 4,276万７千円

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

１
・
４　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　

10　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

16　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　

23　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　

30　

議
員
懇
談
会

２
・
４　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

７　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

２
月
臨
時
会

　
　

15　

町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
、
議
長
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
新
潟
市
）

　
　

19　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
全
員

　
　
　
　

協
議
会
、
２
月
定
例
会　
　
　
　

 

（
新
潟
市
）

　
　

20　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
学
校
視
察
）

　
21
～
22　

出
雲
崎
町
議
会
・
農
業
委
員
会
合
同
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
長
野
県
）

３
・
５　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

10　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

３
月
議
会
定
例
会
招
集
日

　
　

11　

議
員
懇
談
会

　
　

12　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

14　

定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

　
　

17　

社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

19　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

定
例
会
最
終
日

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　

22　

東
京
出
雲
崎
会
定
時
総
会
（
東
京
都
）

　
　

28　

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
議
会
３
月
定
例
会

（
平
成
20
年
１
月
～
３
月
）

特 定 地 域 生 活
排 水 処 理 事 業

　今回の補正は、年度末を控えての人件費、社会福祉費、工事請負費、負担
金、補助金及び交付金等の精算見込による計数整理が主なものです。

提案説明
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◆
出
雲
崎
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

・
事
務
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
担
当
す
る
課
を
定
め
る

も
の
。

◆
出
雲
崎
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

・
育
児
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
制
度
の
導
入
を
す
る
も
の
。

◆
出
雲
崎
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

・
勤
務
時
間
外
、
有
給
休
暇
等
を
規
定
す
る
た
め
の
も
の
。

◆
出
雲
崎
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
改
正
に
伴
い
、
関
係
す
る
条
文
の
整
理
を
す
る
も
の
。

◆
出
雲
崎
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
及
び
出
雲
崎
町
教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

・
一
年
間
町
長
月
額
20
％
、
副
町
長
・
教
育
長
３
ヶ
月
間

５
％
削
減
す
る
も
の
。

◆
出
雲
崎
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

・
負
担
の
公
平
性
か
ら
資
産
割
を
な
く
し
て
所
得
割
、
均

等
割
、
平
等
割
の
３
方
式
に
あ
ら
た
め
る
も
の
。

◆
出
雲
崎
町
奨
学
金
貸
与
基
金
設
置
、
管
理
及
び
運
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
貸
与
基
本
額
３
０
０
万
円
を
４
５
０
万
円
に
増
額
す
る

も
の
。

◆
出
雲
崎
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

・
関
連
条
項
等
の
整
理
、
文
言
の
修
正
な
ど
。

◆
出
雲
崎
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

可
決
し
た
条
例
制
定
な
ど

◆ 保険でよい歯科医療の実
現を求める意見書

監査委員の選任
　 　志　田　忠　護　氏
　　　　　　（大字羽黒町）

・
助
成
の
範
囲
の
負
担
金
の
額
を
金
額
標
記
し
、
条
文
の

整
理
を
行
う
も
の
。

◆
出
雲
崎
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

・
葬
祭
費
の
支
給
額
10
万
円
を
５
万
円
に
改
正
す
る
も
の
。

◆
出
雲
崎
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

・
激
変
緩
和
の
措
置
を
引
き
続
き
継
続
す
る
た
め
の
所
要

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

◆
出
雲
崎
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
制
定

・
広
域
連
合
を
組
織
す
る
市
町
村
で
も
医
療
に
関
す
る
市

町
村
条
例
を
定
め
る
も
の
。

◆
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
変
更

・
市
町
村
長
協
議
会
の
設
置
に
伴
い
、
規
約
に
、
そ
の
設

置
規
定
を
加
え
る
も
の
。

◆
北
国
街
道
妻
入
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
ね
っ
と
わ
ー
く
さ
ぷ
ら
い
を
指
定
管
理
者
に
指
定
。

◆
出
雲
崎
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

・
文
言
を
改
め
る
も
の
。

◆
出
雲
崎
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
、
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
議
員
の
報
酬
を
３
ヶ
月
間
３
％
減
額
す
る
も
の
。

可決した意見書

人　事　案　件

衆 議 院 議 長
参 議 院 議 長
内 閣 総 理 大 臣
財 務 大 臣
厚 生 労 働 大 臣

提出先

　平成18年11月７日午後２時10分頃、暴風により石油記念公
園内の石油櫓が倒壊した。その後、断続的に協議してきた
が、「石油産業発祥の地として、また石油記念公園のシンボ
ルとして、櫓は復元したほうが良い」という意見に集約され
た。
　本委員会では、建設当時のようにポンピングユニットハウ
スを取り囲んだ中で高さ15ｍ程度の「石油櫓」を整備するこ
とが望ましい。時期については、財政事情等、総合的に十分
検討し最も適切な時期に行うこととし、「石油櫓」とポンピ
ングユニットハウスを整備する時期が異なっても支障はない
ものとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会産業常任委員長　中　野　勝　正

社会産業常任委員会調査報告

石油櫓の倒壊前
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（対前年度5億4,160万円の減）
当 初 予 算 決 定

町道改良事業と環境対策などを推進
（対前年度5億4,160万円の減）
当 初 予 算 決 定平　成　20　年　度

総額50億2,720万円
中越沖地震の復旧・復興事業を重点に観光活性化、

平　成　20　年　度
総額50億2,720万円

一般会計の予算は31億5,300万円
（対前年度１億4,200万円の増）

◇一般会計の主な事業
（※は新規事業）

事　　業　　名 事　業　費 摘　　　　　　　　要

障害者福祉サービス費 5,223万８千円 居宅介護サービス・施設支援サービスなど

保 健 福 祉 事 業 委 託 料 1,258万７千円 生きがい活動支援通所事業、機能訓練事業
高齢者筋力向上トレーニング事業などの委託料

保 育 実 施 委 託 料 １億2,007万８千円 保育園保育の実施委託料

児 童 福 祉 扶 助 費 3,511万円　　 児童手当、小学校修了前特例給付金など

塵 芥 処 理 委 託 料 5,512万７千円 一般ごみ収集運搬委託料、廃棄物処理事務委託
料、指定袋等作成・配達管理委託料など

県 営 漁 港 整 備 事 業 1,000万円　　 事業負担金

※ 天 領 の 里 工 事 事 業 2,310万円　　 時代館設備改修工事
石油記念公園自走さく孔機展示建屋修繕工事

道路新設改良舗装事業
（４路線） １億2,690万円　　 上中条米田中山線、六郎女線

立石稲川線、乙茂藤巻神条線

街 な み 環 境 整 備 事 業 8,030万円　　 街なみ環境整備工事・景観舗装工事
（尼瀬、木折町、井鼻）

※ 町 営 住 宅 建 設 事 業 １億7,983万３千円 災害公営住宅工事（４戸）、一般公営住宅工事
（５戸）など

小学校通学バス運行事業 1,953万４千円 小学校児童の通学バス運行

※ 中学校教室等工事事業 2,895万７千円 教室等床改修工事など

公共土木施設災害復旧事業費 3,000万円　　 19年災道路災害復旧工事
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平　成　20　年　度
総額50億2,720万円

中越沖地震の復旧・復興事業を重点に観光活性化、

平　成　20　年　度
総額50億2,720万円

特別会計（９会計）の予算は18億7,420万円
（対前年度６億8,360万円の減）

◇特別会計の主な内容
国民健康保険事業会計

被保険者療養給付費	　　３億3,201万１千円
後期高齢者支援金　　　　　5,737万９千円

国民健康保険事業会計
５億6,770万円（320万円増）

介 護 保 険 事 業 会 計

介護サービス給付費	　　４億3,873万３千円
介護予防サービス給付費　　  1,487万６千円
特定入所者介護サービス等費  1,782万４千円

介 護 保 険 事 業 会 計
５億900万円（3,970万円減）

下 水 道 事 業 会 計

公共下水道事業費　	　　　　　693万円
施設維持管理費　　　  　  4,321万５千円
公債費　　　  　　　 ２億1,821万３千円

下 水 道 事 業 会 計
２億9,030万円（3,910万円減）

老 人 保 健 会 計

医療給付費	　　　　　　　　　　  7,000万円

老 人 保 健 会 計
7,630万円（６億6,450万円減）

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

後期高齢者医療広域連合納付金　 6,792万円７千円

後 期 高 齢 者 医 療 会 計
7,200万円（7,200万円増）

簡 易 水 道 事 業 会 計

施設維持管理費　　	　　　　3,559万８千円
配管布設整備費　　	　　　　4,430万円
公債費　　　　　　	　　　　3,093万９千円

簡 易 水 道 事 業 会 計
１億5,100万円（2,950万円減）

特定地域生活排水処理事業会計

浄化槽維持管理費	　　　　　 　903万２千円
公債費　　　　　　	　　　　1,036万１千円

特定地域生活排水処理事業会計
2,000万円（200万円増）

農業集落排水事業会計

施設維持管理費　	　　　　　 3,317万３千円
公債費　　　　　　	　　１億3,267万２千円

農業集落排水事業会計
１億8,120万円（1,550万円増）

住宅用地造成事業会計

住宅団地管理費　　　　　　     468万５千円

住宅用地造成事業会計
670万円（350万円減）

予算委員会
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（会期　２月７日　１日間）

総務文教常任委員会 社会産業常任委員会 議会運営委員会

委 員 長 田 中 政 孝 中 野 勝 正 田 中 政 孝

副 委 員 長 小 林 泰 三 宮 下 孝 幸 中 野 勝 正

委 員 南 波 榮 一 山 﨑 信 義 日 山 正 雄

委 員 田 辺 雅 巳 日 山 正 雄

委 員 中 川 正 弘 田 中 　 元

　

議
長
・
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
新
議
長
に
中
川
正
弘
氏
・
新
副

議
長
に
田
中
元
氏
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
執
行
の
出
雲
崎
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
宮
下
孝
幸

氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
臨
時
会
は
、
報
告
１
件
、
議
案
４
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

一般会計補正予算
　　　　　  お　も　な　歳　出
・灯油購入費助成……………………　　　181万円

・水産物共同荷捌所新築補助……… 1億8,713万３千円

＊臨時会で決まった補正予算＊
会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

一　　般　　会　　計（第９号） 186万８千円 43億5,474万１千円

一　　般　　会　　計（第 10 号） 2億1,023万９千円 45億6,498万円　 　

下 水 道 事 業 （第１号） △　　30万円　　　 6億5,321万８千円特別
会計

特別会計補正予算
　　　　　 お　も　な　歳　出
・災害調査業務委託料減……………　△600万３千円

議員　宮下　孝幸 副議員　田中　　元 議長　中川　正弘
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質
問 

施
政
方
針
の
中
で
「
町

の
現
状
や
財
政
事
情
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
情
報
を
町
民
の
皆
様
に

お
伝
え
し
皆
様
の
判
断
を
求
め

て
参
る
」
「
時
に
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が
ら
渾
身

の
力
で
町
政
運
営
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま

す
。
私
は
、
今
年
中
に
町
民
に

判
断
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
答
弁

を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁 

私
の
基
本
的
な
考
え
を

総
括
的
に
意
見
を
６
点
に
わ

た
っ
て
お
答
え
を
し
ま
す
。

第
１
点
は
、
昨
年
25
会
場
に
わ

た
っ
て
合
併
問
題
に
つ
い
て
、

町
民
各
位
の
ご
意
見
は
、
今
す

ぐ
結
論
を
出
さ
ず
、
慎
重
に
対

応
す
べ
き
。
第
２
点
は
、
地
震

被
害
が
よ
う
や
く
復

旧
・
復
興
に
向
け
て
の

め
ど
が
立
っ
た
わ
け

で
す
が
、
ま
だ
、
仮
設

で
の
お
暮
ら
し
で
、
不

自
由
な
生
活
を
し
て
お

ら
れ
る
皆
さ
ん
が
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
民

意
を
問
う
と
い
う
こ
と

は
、
今
の
段
階
で
は
無

理
で
す
。
第
３
点
は
、

中
越
沖
地
震
で
被
害
が

大
発
生
を
し
た
わ
け
で

す
が
、
対
応
は
合
併
し
た
町
村
と

比
較
す
る
と
、
合
併
を
し
な
か
っ

た
出
雲
崎
の
現
実
、
実
績
が
評

価
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

第
４
点
は
、
い
ろ
ん
な
面
に
お

い
て
地
方
に
対
す
る
財
政
措
置

が
手
厚
く
な
っ
て
い
ま
す
。

第
５
点
は
、
財
政
状
況
は
、
計

画
ど
お
り
で
す
。

第
６
点
は
、
合
併
し
た
地
域
に

お
い
て
は
、
役
場
が
遠
く
な
っ

た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

た
。
い
わ
ゆ
る
痛
み
を
伴
う
合

併
が
先
行
し
た
た
め
に
、
苦
し

ん
で
お
ら
れ
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
国
が
道
州
制
に
つ

い
て
政
策
の
方
向
を
し
め
し
て

い
ま
す
。

　

以
上
の
点
か
ら
今
年
中
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
慎
重
に
機

熟
し
て
ま
い
っ
た
な
ら
皆
さ
ん

か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
を

承
り
な
が
ら
行
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

質
問 

「
商
工
会
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
地
域
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
た
い
」
と
話
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
町
長

の
所
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

答
弁 

主
体
性
は
あ
く
ま
で
も

商
工
会
の
振
興
会
と
か
、
あ
る

い
は
一
つ
の
共
同
組
織
を
つ

く
っ
た
中
に
お
い
て
、
復
興
基

金
を
充
て
て
活
性
化
を
図
る
。

い
わ
ゆ
る
商
工
会
の
団
体
、
ま

た
志
を
持
た
れ
る
皆
さ
ん
、
あ

る
い
は
経
営
者
等
々
が
一
体
と

な
っ
て
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し

ま
し
て
、
責
任
を
持
ち
な
が
ら

や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
自
立
的

な
、
意
欲
的
な
行
動
と
い
う
も

の
は
起
き
て
し
か
る
べ
き
で

す
。
そ
う
い
う
も
の
に
対
し
て

行
政
と
し
て
積
極
的
に
ご
支
援

を
申
し
上
げ
ま
す
。

駅
前
地
区
に
つ
い
て

合併問題について

合
併
問
題
に
つ
い
て中　

野　

勝　

正　
議
員
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第一次産業の活性化は

田　中　　　元　議員

質
問 

国
の
農
業
政
策
の
統
一

性
の
な
い
中
で
、
農
家
は
自
分

の
生
産
し
た
米
の
価
格
が
、
現

在
で
も
決
定
せ
ず
不
安
な
状
況

で
す
。

　

町
長
は
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は

か
り
、
高
品
質
、
高
食
味
米
の

生
産
を
農
家
に
お
願
い
す
る
と

発
言
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

農
家
は
す
で
に
そ
の
米
は
出

来
上
っ
て
い
ま
す
。
町
は
助

成
・
補
助
政
策
は
充
分
で
す
。

全
農
、
経
済

連
、
Ｊ
Ａ
に

対
し
強
力
な

話
し
合
い
や

指
導
が
で
き

ま
せ
ん
か
お

尋
ね
し
ま

す
。

答
弁  

出
雲

崎
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
一
等

米
は
県
下
の

ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
、
高
品
質
、

食
味
で
大
勢

の
消
費
者
か

ら
好
ま
れ
つ

つ
あ
る
現
実

の
中
で
、
努
力
し
た
人
が
報
い

ら
れ
る
よ
う
認
定
農
業
者
の
総

会
で
Ｊ
Ａ
に
申
し
上
げ
た
。
ま

た
、
農
業
委
員
会
で
Ｊ
Ａ
の
本

所
、
組
合
に
申
し
入
れ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
全
農
、
経
済

連
、
Ｊ
Ａ
と
い
う
流
通
機
構
で

の
ネ
ッ
ク
が
あ
り
、
勉
強
し
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

質
問 

中
越
地
域
で
の
拠
点
で

あ
る
出
雲
崎
港
の
位
置
づ
け
の

強
化
も
大
切
で
す
が
、
地
元
の

魚
産
業
の
活
性
化
と
し
て
、
直

販
・
加
工
所
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
漁
協
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
実
行
に
移
す
考
え
が
あ

り
ま
す
か
。

答
弁 

出
雲
崎
漁
協
も
新
潟
漁

協
と
合
併
し
出
雲
崎
支
所
と
な

り
ま
し
た
が
、
漁
船
の
数
、
従

事
者
も
減
り
続
け
、
高
齢
化
し

て
お
り
ま
す
。
魚
を
付
加
価
値

を
つ
け
て
高
く
売
る
こ
と
が
ベ

ス
ト
で
す
が
、
対
応
で
き
る
人

的
要
員
や
取
り
組
み
が
で
き
る

か
現
実
的
に
考
え
る
と
難
し

い
。
直
販
に
つ
い
て
も
漁
協
に

申
し
入
れ
づ
ら
い
と
考
え
ま

す
。

質
問 

高
価
格
の
米
販
売
、
魚

の
直
販
に
つ
い
て
は
、
駅
前
の

Ｊ
Ａ
跡
地
を
利
用
し
Ｊ
Ａ
、
漁

協
、
行
政
、
商
工
会
、
民
間
人

も
巻
込
ん
で
、
駅

前
周
辺
の
活
性
化

の
た
め
直
販
所
建

設
の
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

答
弁 

農
業
、
漁

業
、
商
業
の
位
置

づ
け
な
ど
総
合
的

に
判
断
を
し
、
ま

た
福
祉
の
位
置
づ

け
も
視
野
に
入

れ
、
そ
れ
が
点
と

な
り
、
線
と
な

り
、
面
と
な
る
と

い
う
こ
と
を
考
え

に
立
っ
て
、
皆
さ

ん
の
意
見
も
伺
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

跡地利用で活性化（ＪＡ跡地）

出　雲　崎　港
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町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

田　

辺　

雅　

巳　
議
員

質
問 

町
民
の
生
活
に
直
結
す

る
財
政
問
題
で
町
長
に
所
見
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
の
年
金
問
題
を

は
じ
め
、
59
兆
円
の
「
総
額
あ

り
き
」
で
ム
ダ
な
道
路
を
つ
く

る
道
路
特
定
財
源
問
題
な
ど
国

の
施
策
に
よ
っ
て
、
国
・
地
方

で
多
額
の
借
金
を
つ
く
り
、
そ

の
し
わ
寄
せ
が
国
民
に
痛
み
を

押
し
つ
け
る
こ
と
と
な
り
「
生

活
が
大
変
」
と
の
声
に
な
り
ま

す
。

　

わ
が
出
雲
崎
町
は
今
後
、
後

期
高
齢
者
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

国
か
ら
の
町
民
負
担
増
の
場
合

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
「
住
民

の
福
祉
の
増
進
」
を
図
っ
て
い

く
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁 

施
政
方
針
の
概
要
の
中

で
健
や
か
で
支
え
合
う
福
祉
の

町
づ
く
り
を
掲
げ
て
各
種
の
政

策
を
進
め
て
い
く
と
こ
ろ
で

す
。

　

高
齢
者
と
障
が
い
者
の
方
々

の
交
通
弱
者
の
皆
さ
ん
の
多
く

は
、
助
成
制
度
を
利
用
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
く
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
に
関
し
て
も
、
子
供
の
医

療
費
助
成
を
中
学
校
卒
業
ま
で

と
拡
充
し
、
寝
た
き
り
老
人
の

介
護
手
当
支
給
等
の
拡
充
な
ど

に
つ
き
ま
し
て
も
、
予
算
の
中

に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問 

財
政
に
つ
い
て
町
の
借

金
（
町
債
残
高
約
33
億
５
千
万

円
）
を
ど
の
よ
う
に
返
済
し
少

な
く
し
て
い
く
の
か
、
歳
入
、

歳
出
に
分
け
て
お
聞
き
し
ま

す
。

答
弁 

財
政
運
営
は
収
入
額
を

計
算
し
な
が
ら
支
出
の
計
画
を

立
て
る
。
こ
れ
が
大
原
則
で
あ

り
ま
す
。
33
億
５
千
万
円
の
負

債
残
高
の
内
、
今
後
将
来
と
と

も
に
交
付
税
処

置
さ
れ
る
金
額

を
除
い
た
実
質
に

町
が
負
担
す
る

元
利
償
還
金
は

７
億
５
千
万
円
で

す
。
交
付
税
の
大

き
い
措
置
の
あ
る

も
の
を
借
金
、
起

債
す
る
と
い
う
こ

と
が
基
本
で
、
交

付
税
措
置
の
な
い

も
の
は
極
力
借
金

は
し
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
歳
入

は
、
交
付
税
の
依

存
す
る
方
が
大
き

い
。
有
利
な
起
債

と
か
、
少
し
で
も

で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
政
策
的
に
努
力

を
し
な
が
ら
、
自

主
財
源
の
確
保
を
し
て
い
く
こ

と
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
歳
出
は
、

生
活
基
盤
の
整
備
、
道
路
整
備

は
今
後
も
継
続
し
て
進
め
ま

す
。

質
問 

ゴ
ミ
有
料
化
で
町
民
負

担
が
増
え
る
事
に
な
り
ま
す

が
、
今
後
、
町
民
に
負
担
増
を

か
け
ず
に
す
る
事
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

答
弁 

今
こ
こ
で
負
担
を
い
た

だ
く
こ
と
が
将
来
プ
ラ
ス
に
な

る
。
家
計
の
助
け
に
な
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

20年度予算書
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高齢者福祉の拡充と医師不足解消について

宮　下　孝　幸　議員

質
問 

町
長
は
常
々
、
小
さ

く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
町
づ

く
り
と
の
話
し
を
さ
れ
て
い

ま
す
が
当
町
も
高
齢
化
が
進

み
、
そ
の
高
齢
者
に
と
っ
て

最
も
難
題
と
な
っ
て
い
る
事

の
一
つ
に
日
々
の
買
い
物
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

集
落
付
近
の
商
店
が
不
況

や
店
主
の
高
齢
化
に
よ
り

廃
業
と
な
り
、
買
い
物
が
ど

ん
ど
ん
と
遠
方
化
し
て
い

る
と
い
う
深
刻
な
現
実
。

車
社
会
と
は
言
え
、
元
々

免
許
の
な
い
方
、
図
ら
ず
も

高
齢
の
為
、
運
転
が
出
来
な

く
な
っ
た
方
々
に
と
り
日
々

の
買
い
物
は
大
変
な
重
労
働

で
あ
り
、
特
に
老
人
車
の
使

え
な
い
冬
期
間
は
死
活
問
題

で
す
。
高
齢
者
比
率
の
高
い

当
町
に
と
り
、
キ
ラ
リ
と
光

る
町
づ
く
り
と
は
、
正
に
こ

の
様
な
社
会
的
弱
者
が
安
心

し
て
生
活
の
出
来
る
町
で
あ

り
、
こ
れ
が
支
え
あ
う
と
言

う
福
祉
の
原
点
と
考
え
ま
す
。

　

支
援
施
策
論
は
後
に
し
て

も
、
先
ず
持
っ
て
こ
の
点
に
つ

き
、
日
常
の
難
儀
を
抱
え
て
お

ら
れ
る
世
帯
の
実
態
を
早
急
に

調
査
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

当
町
の
高
齢
化
率
は

35
・
91
％
。
限
界
集
落
は
当
町

で
は
９
集
落
に
及
び
ま
す
。
ご

指
摘
の
問
題
は
、
私
も
切
実
な

問
題
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
提
案

の
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
色
ん
な
視

点
角
度
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
検
討

す
る
時
が
来
て
い
る
と
考
え
ま

す
。
ご
提
案
の
世
帯
調
査
に
つ

い
て
は
、
ご
質
問
の
趣
旨
に
沿

い
今
後
積
極
的
に
進
め
て
参
り

ま
す
。

質
問 

先
般
、
海
岸
地
区
の
内

藤
医
師
が
急
病
の
為
入
院
を
さ

れ
同
時
に
閉
院
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
内
藤
医
師
は
永
年
に

渡
り
数
多
く
の
患
者
さ
ん
を
支

え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
閉
院
は

地
域
住
民
は
元
よ
り
、
心
身
に

不
安
を
持
つ
高
齢
者
の
方
々
に

と
っ
て
は
、
大
変
な
打
撃
で
あ

り
深
刻
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
灯
を
消
さ
な
い

為
に
も
、
内
藤
家
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
頂
き
、
代
替
医
師
を

求
め
、
何
と
し
て
も
あ
の
場
所

に
地
域
医
療
の
拠
点
を
残
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答
弁 

議
員
の
ご
指
摘
に
同
感

で
す
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
は

大
き
な
打
撃
で
あ
り
深
刻
な
問

題
で
す
。
先
生
の
回
復
状
況
を

見
極
め
、
ご
家
族
の
考
え
も
併

せ
て
伺
い
、
町
内
医
院
の
先
生

方
や
長
岡
医
師
会
な
ど
に
も
図

り
問
題
解
決
に
当
っ
て
参
り
ま

す
。

安心して生活できる町へ
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２
月
21
日
～
22
日
の
２
日

間
、
議
員
と
農
業
委
員
の
合

同
で
長
野
県
阿
智
村
と
飯
田

市
㈱
南
信
州
観
光
公
社
の
視

察
研
修
を
し
ま
し
た
。

議
員
研
修
報
告

　

阿
智
村
は

当
町
と
同
様

に
平
成
の
大

合
併
に
組
せ

ず
、
自
立
の

道
を
選
択
し

た
自
治
体

で
、
人
口
は

約
６
、５
０
０
人
で
飯
田
市
と

隣
接
し
岐
阜
県
と
境
を
接
す

る
農
山
村
で
す
。

　

合
併
し
大
き
く
な
る
事
が

住
民
の
幸
せ
に
な
る
の
か
と

の
疑
問
か
ら
、
議
会
・
住
民
と
十
分
検

討
し
自
立
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

自
立
に
当
り
、
集
落
の
集
合
体
と
し

て
村
内
に
７
つ
の
自
治
会
を
組
織
。
地

域
要
望
は
全
て
議
員
を
介
さ
ず
、
自
治

会
を
通
し
て
行
政
に
要
望
す
る
仕
組
み

を
作
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
と
行
政
は

対
等
な
立
場
と
し
、
行
政
の
下
請
け
的

存
在
と
は
し
な
い
と
の
新
し
い
発
想
で
、

全
村
民
の
意
見

を
集
約
し
、
そ

の
年
の
事
業
や

予
算
決
め
と
言

う
正
に
官
民
一

体
型
行
政
と
言

え
ま
す
。

　

経
済
的
に
も

昼
神
温
泉
郷
の

交
流
人
口
の
増

や
、
工
業
団
地

の
造
成
、
あ
る

い
は
行
政
の
ス

リ
ム
化
、
更
に
農
業
へ
の
新
た
な
発
想

や
取
組
み
な
ど
も
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
行
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
地
域
代
弁
者
と
な

る
べ
き
議
員
と
自
治
会
の
関
係
に
微
妙

な
問
題
が
あ
り
、
大
き
な
課
題
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
当
面
自
立
の
道
を
選

択
を
し
た
当
町
に
と
り
、
阿
智
村
の
今

後
の
動
向
は
注
視
に
あ
た
い
し
ま
す
。

　

平
成
７
年
に
飯
田
市

が
観
光
施
設
へ
の
設
備

投
資
数
億
円
は
無
駄
遣

い
と
の
指
摘
に
よ
り
、

地
元
の
農
家
な
ど
の
協

力
で
乗
馬
、
渓
流
釣
、

田
植
や
乳
し
ぼ
り
体
験

な
ど
地
元
資
源
を
生

か
し
た
55
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
商
工
観
光
課
が
窓
口
と
な
り

学
校
体
験
教
育
旅
行
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
勧
誘
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

農
家
の
生
の
体
験
が
評
判

と
な
り
平
成
12
年
に
は
受
入

れ
校
も
70
校
と
な
り
、
飯
田

下
伊
那
郡
18
町
村
が
参
加
し

全
域
で
事
業
展
開
を
開
始
し

ま
し
た
。
平
成
13
年
に
飯
田

市
ほ
か
18
町
村
と
民
間
会
社

が
出
資
し
㈱
南
信
州
観
光
公

社
を
設
立
し
４
年
目
で
単
年

度
黒
字
に
転
じ
ま
し
た
。
公

社
は
独
立
採
算
制
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
体
験
受
入
れ

農
家
の
民
泊
は
一
泊
ま
で
と

し
、
後
は
地
域
旅
館
の
宿
泊

を
条
件
に
し
て
い
る
た
め
、

宿
泊
、
土
産
や
弁
当
な
ど
を

含
め
、
地
域
全
体
の
経
済
効
果
は
７
億

～
８
億
円
に
な
る
と
言
い
ま
す
。

　

経
営
の
実
質
的
最
高
責
任
者
で
あ
る

高
橋
支
配
人
は
、
大
手
民
間
旅
行
代
理

店
の
営
業
マ
ン
出
身
で
す
。
地
域
住
民

の
全
面
協
力
の
中
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
高
橋
さ
ん
の
経
営
手
腕
に
は

益
々
期
待
が
持
て
そ
う
で
す
。

（
宮
下
孝
幸
）

阿　智　村

㈱南信州観光公社

村長からの説明

説明を受ける議員
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町

民

の

声

『 
あ
な
た
は
出
雲
崎
の
こ
と

　
　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

』

高　

橋　

修　

二

常
楽
寺

あ
と
が
き

　

昨
年
は
未
曽
有
の
中
越
沖
地

震
に
よ
る
甚
大
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
、
ま
だ
ま
だ
正
常
な
生
活

を
戻
せ
な
い
方
々
が
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
行
政
も
精

一
杯
の
援
助
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
一
時
も
早
く
普
段
ど

お
り
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

大
変
暗
い
一
年
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
ム
ー
ド
が
黒
人

演
歌
歌
手
ジ
ェ
ロ
さ
ん
の
デ

ビ
ュ
ー
に
よ
り
多
少
の
明
る
さ

が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま

す
。
ま
た
、
５
月
24
日
は
「
出

雲
崎
マ
リ
ン
ビ
ュ
ー
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
」
で
結
婚
式
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
若
い
カ
ッ
プ
ル

が
決
定
し
ま
し
た
。
是
非
、
て

ま
り
団
地
に
新
居
を
構
え
ら
れ

て
沢
山
の
子
供
さ
ん
が
生
れ
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
年
は
復
興
元
年
に
ふ
さ
わ

し
い
年
に
な
る
よ
う
に
力
を
合

わ
せ
て
住
み
や
す
い
出
雲
崎
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

（
田
中
政
孝
）

こんなところもあります『孝婦ゆりの碑』

　　

中
学
校
新
入
生
を
対
象
に
４

月
８
日
交
通
安
全
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
真
新
し
い
ヘ
ル
メ

ッ
ト
に
ピ
カ
ピ
カ
の
自
転
車
で

受
講
さ
れ
た
の
を
見
る
と
保
護

者
の
負
担
も
大
変
と
思
い
ま

す
。
通
学
に
ま
た
、
帰
宅
し
て

か
ら
も
自
転
車
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
い
か
に
自
分
で
自
分

の
身
を
守
る
か
と
言
う
こ
と
が

一
番
大
事
で
あ
り
基
本
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

全
国
及
び
県
下
の
死
者
数
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
全

国
の
死
者
数
は
５
、７
４
４
人
で

あ
る
こ
と
は
出
雲
崎
町
が
一
年

で
無
く
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
ん
な
悲
痛
な
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
常
日
頃
の
家
庭

生
活
か
ら
、
余
裕
を
も
っ
た
行

動
、
生
活
を
心
が
け
て
頂
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
田
中
政
孝
）

表
紙
の
小
話

少林寺拳法の演武

　

こ
ん
な
見
出
し
を
書
く
と
、

い
か
に
も
私
が
出
雲
崎
通
だ
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
は
ま
っ
た
く
の
地
元
知

ら
ず
な
人
で
す
。

　

こ
の
間
、
井
鼻
の
日
本
海
夕

日
ラ
イ
ン
の
ト
イ
レ
に
立
ち
寄

っ
た
時
に
観
光
案
内
の
看
板
を

見
て
、
「
へ
ぇ
ー
こ
ん
な
に
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
ん
だ
。
」
と

思
っ
た
と
同
時
に
、
自
分
の
知

ら
な
か
っ
た
場
所
の
多
さ
に
恥

か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

出
雲
崎
は
江
戸
時
代
の
天
領

の
地
で
あ
り
、
良
寛
様
生
誕
の

地
で
あ
る
よ
う
に
歴
史
あ
る
町

で
す
。

　

今
、
歌
手
の
ジ
ェ
ロ
さ
ん
の

『
海
雪
』
の
大
ヒ
ッ
ト
の
お
か

げ
で
、
我
が
町
は
大
変
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
（
町
長
は
カ
ラ

オ
ケ
を
マ
ス
タ
ー
さ
れ
た
で
し

ょ
う
か
？
）
誰
に
き
か
れ
て
も

町
の
歴
史
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

ち
ゃ
ん
と
自
慢
で
き
る
よ
う

に
、
私
達
が
出
雲
崎
の
良
さ
を

再
認
識
す
る
よ
い
機
会
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
は
出

雲
崎
の
こ
と
知
っ
て
ま
す
か
？




